
小学校統廃合の廃校利用による地場産業「手延べ素麺」の味と

伝統文化を広げる計画 

 

都道府県名 
長崎県 

作成主体名 北有馬町 

区域の範囲 長崎県南高来郡北有馬町の全域 

 

 

 

地域再生計画の概要

 北有馬町では平成１６年４月に町内４小学校が統合され有馬小学校が誕生しま

した。この内、廃校となった町立西正寺小学校の校舎を利用して島原半島の地場産

品である「島原手延べ素麺」の味と伝統を伝える素麺造り体験・見学、素麺の試食

ができる施設として利用し、地域産業の活性化、雇用の促進を図ります。島原手延

べ素麺は全国第２位の出荷を誇っていますが、これまでは島原素麺ではなく奈良県

の三輪素麺として出荷し、産地間表示が問題となったことから、今回の申請を通じ

て、島原素麺の統一ブランド化も目指します。 

適用される支援措置 

・補助金で整備された公立学校の廃校校舎等の転用の弾力化 

北有馬町 

 


